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	1. 第1回OSGナースコース
             平成24年3月23～25日
            福島県・郡山市




   OSG企画部
   中西 一夫
 


	2. コンセプト
そもそものNPO法人であるOSGの目的の１つである
脊椎脊髄疾患の治療に関わる人々の教育事業として.

・事業内容
脊椎の機能解剖、脊椎脊髄疾患の病態および治療法、
手術手技、リハビリテーション技術、リスクマネージメント
などに関する講習会およびセミナーを実施.
・事業対象
OSG関連施設の手術室看護師を対象.
  


	3. OSG Ns Training  Project
     ー脊椎専属Nsの育成のためにー

脊椎手術はリスクの高い手術であり,
医師のスキルアップとともに
手術室の看護師との連携によって
リスクの軽減が図れると考える.
国内ではカダバートレーニングは
事実上不可能であり,
モデルボーンを使用した実習や, 豚を使用
したトレーニングは脊椎以外の
分野では広く行われている.
 


	4. AO（外傷）Nurse Course
整形外科領域で外傷をテーマにした看護師育成コース
● Program  ・・・ 2泊3日（年1回8月頃）
     1日目 講議 (基礎、骨接合の歴史)
     2日目 ﾓﾃﾞﾙﾎﾞｰﾝによる実技
     3日目 ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ（ﾃｰﾏを決め、情報共有）
● 費用      ・・・ 参加費5万円（交通費、宿泊費別途）
● 定員      ・・・ 約50名（狭き門）
● 講師      ・・・ DR, 看護協会の人



AO外傷コースは
・費用が高いが, それに見合った研修が可能.
・他の病院の看護師との交流も出来る.
それゆえ人気があり, 毎年応募者殺到！！
 


	5. 目的
                ・ 若手医師のトレーニング
     Doctor
               ・ 中堅医師の講師トレーニング
               ・ ﾓﾃﾞﾙﾎﾞｰﾝもしくは豚による実技
      Nurse
               ・ ｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝより他施設情報交換

・若手医師やMIS手術手技を習得したい医師が修練できる.
・中堅医師にセミナーや実技指導をしてもらい, 講師としてのトレーニングになる.
・手術室看護師のスキルアップさらには他病院看護師同士の交流ができる.
・セミナーを受けた看護師が自分の病院で他の看護師に指導が出来る.
（脊椎専属Nsが増える？）
・手術に際してのメーカーの立会いが不要になる.
・看護師のモチベーションが上がる.（脊椎手術に喜んで付いてくれる？）
・直介看護師のスキルアップにて手術時間の短縮, しいてはリスクの軽減につな
がると考える.
                                  ×
 


	6. 実習内容
【実習指導内容】
・腰椎の解剖
 (展開、止血、硬膜縫合、筋・皮膚縫合等)
・椎弓切除術
・開窓術
・椎弓根スクリュー手技
・PLIF/TLIF手技
・Minimal Invasive  Spinal Surgery
などを通じて脊椎手術の難しさ, 危険性などを
学んでもらう全国初の脊椎ナースコースである.
 


	7. Training system（最終構想）
          ・ モデルボーン
Doctor   ・ Ｌａｂo
         ・ ｷｬﾀﾞﾊﾞｰ（海外）

         ・ Nurse セミナー
Nurse①
         ・ モデルボーンでの実習
                           今回の
                           セミナー

Nurse②   ・ Ｌａｂo

                          看護師の
                         モチベーショ
Nurse③   ・ キャダバー（海外）     ンアップ？
 


	8. 使用施設
  


	9. 施設紹介 MIT
(Medical innovation  Institution of Technology )
Laboを持った施設は全国でも2.3箇所しかない.
こちらのlaboは協賛していただいた企業の施設ににて
比較的か安価でのトレーニングが可能である.
 


	10. 周囲は民家や畑などで、
施設の看板が唯一の目印.
隣には養豚場のようなものも見える.




空港より車で30分、
郡山市からも30分の
山の中にひっそり佇んでいる施設.
  


	11. 施設紹介
東京にもMIT施設はあるが、会議室的なものとのこと
  


	12. セミナー開催にあたり
  


	13. OSG Nurse Training  事前アンケート
          参加者に事前にアンケートを行い, それに
          基づいてセミナー内容を考慮した.

手術手技について                    実習での要望
•前方、後方等アプローチの違いと適応について      •展開方法
•どういうところに気を付けて手術をしているの      •PLIFの操作（Cage挿入）
•ナビゲーションの有用性 について           •骨の削り方
•固定手術のメリット・デメリット・インスツメンテー   ・バーによる違い
ションの寿命
•脊椎固定器具の歴史
•術後の患者可動性について
•脊髄の強度？鈎で引いているけど大丈夫？


         看護師はいろいろな疑問をもっており, しか
         も質問内容も非常に専門的で, 意志・意欲
         の高さを実感できる.
 


	14. メンバー選別
今回, 初の企画であり, 今後継続すべき企画かどうか
試験的な意味を兼ねているため,  OSGメンバーの中で
企画意図に共感をしていただいた3人の先生を講師
に招いた.（当初は田中先生であったが日程合わず）
いきなり看護師だけの参加では垣根が高いと考え,
公募で希望があった施設の中で, 講師と同じ施設で
一緒に参加という形をとった.
今後継続していく上では, これらの選別に関しても規
定や選別法などの決めていく必要があると考える.
 


	15. 今セミナーの目的

１）講義にて基本知識の獲得.
２）モデルボーンを使用しての手術器械の精通
 および実際の手術の流れを学ぶ.
３）laboで実際に手術を行ってもらい, 腰椎の解剖,
  手術の流れやDrが神経を使っている場面などを学ぶ.
４）ディスカッションなどで各施設間での交流や情報交換
 を行う.
 


	16. セミナー開催
 ー初日ー
  


	17. 各地より
             伊丹空港に集結

            伊丹空港よりいざ
            小型ジェット機にて
            福島空港へ




福島空港は特に震災の
爪あとはなく、活気に満ちていた.
また福島は
ウルトラマンの生みの親 円谷さ
んの故郷
あちこちにウルトラマンが・・・
 


	18. 東北のウィーン
楽都 郡山市




           宿泊したホテル




駅前の雰囲気
 


	19. 初日の移動日
福島のホテルに着いて一息つく間も無く
会議場に移動し, 講義を受ける.
皆, 疲れているのは間違い無いが真剣に
講義を受けていた.
講義内容
１）生熊先生「腰椎の解剖」
２）中西    「腰椎の手術」
 


	20. セミナー開催
  ー2日目ー


バスにてMIT施設へ移動.
モデルボーンを使用した実習
およびlaboでの実践を行った.
  


	21. OSG以外にも２つの病院が施設を
                   利用し研修をしていた.




会議室                       labo

      中はホテルのように
      きれいな施設
 


	22. Johnson-Johnson&DePuy&ETHICONの共同施設    da Vinci
手術ロボットである噂の da Vinciも・・・・
 


	23. モデルボーンでの実習




土居先生と杉本先生による
デモンストレーション後
モデルボーンで手術器械に
触れて, 手技の予行を行う.
  


	24. laboでの実習




       展開/徐圧/スクリュー挿入/PLIF手
      技/MISの手技などを学ぶ.
 


	25. 実習はあっという間に時間が過ぎ
皆, 満足した笑顔を見せていました.
  


	26. 情報交換
今回のテーマは「脊椎手術における看護師サイドの工夫」
      上記テーマで各病院での工夫点を発表してもらい,
         活発な質疑応答が行われました.
   各病院さまざまな工夫がなされており, 明日からの看護の
      参考にもなり有意義な企画であったと思います.
 


	27. 終了式
 一人ずつに参加証を渡す.




生熊先生に総評をいただく.
  


	28. Training system（最終構想）
          ・ モデルボーン
Doctor   ・ Ｌａｂo
         ・ ｷｬﾀﾞﾊﾞｰ（海外）

         ・ Nurse セミナー
Nurse①
         ・ モデルボーンでの実習
                           今回の
                           セミナー
Nurse②   ・ Ｌａｂo

                          看護師の
                         モチベーショ
Nurse③   ・ キャダバー（海外）     ンアップ？
 


	29. セミナー後アンケート（Dr編）

１）実習間の講義についてどうだったか？ （良い点・改良点）
２）実習したlabについてどうだったか？（良い点・改良点）
３）参加目的の達成度（○○％）
４）MIT研究センターについて
 利便性・全体の設備・labの清潔さ・鋼製小物類・その他
５）今後のlabの運営について
６）スタッフについて
７）参加料について
  


	30. １）実習間の講義についてどうだったか？ （良い点・改良点）
良かった・もう少し講義の時間が取れれば・・・

２）実習したlabについてどうだったか？（良い点・改良点）
申し分なかった・ナビまであれば完璧

３）参加目的の達成度（○○％）     平均９７．５％ 満足いく結果

４）MIT研究センターについて（平均○点/５点満点）
 利便性（3.75点）・全体の設備（５点）
 labの清潔さ（５点）・鋼製小物類（５点）
 その他：もう少し近ければ・・・完璧

５）今後のlabの運営について
MISも出来て良かった 看護師だけでなく、若手医師にも良いのでは

６）スタッフについて：皆すばらしい対応だったと絶賛

７）参加料について：適切とのこと
 


	31. セミナー後アンケート（Ns編）

１）参加の目的（知識・技術・チームワーク・その他）
２）参加目的の達成度（○○％）
３）今回のプログラムの良い点・改良店
４）他施設の看護師との連携は？
５）プログラムの時間配分は？
６）他施設情報交換会についてどうだったか？
７）今後このようなセミナーがあれば同僚に勧めますか？
８）実習で獲得できた手技（展開・止血処理・除圧・スクリュー操作・椎
間板処置およびケージ・ロッド締結・その他）
９）スタッフについて
１０）参加料について
  


	32. １）参加の目的：知識↑・技術↑・チームワーク→・その他：とくになし）
質問がチームワークではなく交流であれば良かったのでは？

２）参加目的の達成度（○○％）：平均９４％

３）今回のプログラムの良い点・改良点
手術について非常に良く分かった・術者の苦労が分かった・実際に
手術をして次に何の道具が必要でどのように使用しているか良く分
かった・改良点は特になし

４）他施設の看護師との連携は？
十分コミニュケーションが取れ、今後に生かせる内容であった

５）プログラムの時間配分は？
良かった・朝が早かったけど・・・・
  


	33. ６）他施設情報交換会についてどうだったか？
有意義であった・続けてほしい・他施設の工夫が分かった

７）今後このようなセミナーがあれば同僚に勧めますか？
皆、是非勧めるとの返事

８）実習で獲得できた手技（平均点/５点満点）
展開（５）・止血処理（4.6）・除圧（５）・スクリュー操作（５）・
椎間板処置およびケージ（4.2）・ロッド締結（4.8）・その他

９）スタッフについて：すばらしかった

１０）参加料について：非常に安くてリーズナブル・2人ぐらい
の方が良いのでは？
  


	34. セミナーを終えて
                 福島は遠く, 交通の便は悪いけど,
                施設に関しては申し分なく,
                今回試験的に開催しましたが, 十分満足のいく実
                習が出来たと考えます.
                アンケートでも皆の満足度が分かると思います.
                看護師だけでなく, 後期研修医やレジデントの先生
                など, 脊椎手術に興味あるDrや執刀は未だである
                Drなどを対象に行うのにも有用であると感じた.
                看護師どおしの交流も深めることも出来たし,
                今後も続けていきたい企画であると実感しました.
                          企画部・責任者 中西一夫


参加した手術室看護師さん達         福島の夜：遅くまで語り合いました
 




Download Now

AboutSupportTermsPrivacyCopyrightCookie PreferencesDo not sell or share my personal informationEverand
EnglishCurrent LanguageEnglish
Español
Portugues
Français
Deutsche




© 2024 SlideShare from Scribd 





